
　

国
の
「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
い
制
度
」
が
今

年
、
最
終
年
の
五
年
目
を
迎
え
た
。
農
水
省
は
制
度

改
正
は
行
っ
て
も
来
年
度
以
降
も
こ
の
制
度
を
継
続

し
た
い
意
向
だ
が
、
財
務
省
は
国
の
財
政
難
が
深
刻

さ
を
増
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
廃
止
や
大
幅
縮
小

す
る
方
針
を
打
ち
出
し
て
い
る
。
大
都
市
部
か
ら
は

「
バ
ラ
マ
キ
」
と
の
批
判
が
あ
る
制
度
だ
が
、
中
山
間

地
域
か
ら
は
「
存
続
」
を
望
む
声
が
強
い
制
度
で
あ

る
。
来
年
度
も
継
続
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と
も
廃
止

さ
れ
る
の
か
―
。

　

本
県
に
毎
年
十
三
億
円
が
支
払
わ
れ
る

　

直
接
支
払
い
制
度
は
、
農
業
生
産
に
と
っ
て
条
件

が
不
利
な
中
山
間
地
域
で
耕
作
放
棄
農
地
が
増
加
し

た
た
め
、
そ
の
抑
制
対
策
や
農
地
が
持
つ
多
面
的
な

機
能
を
維
持
す
る
こ
と
を
目
的
に
農
地
の
傾
斜
度
に

応
じ
農
業
生
産
を
続
け
る
こ
と
を
条
件
に
国
が
資
金

支
援
す
る
制
度
で
あ
る
。
最
高
で
十
㌃ 
当
た
り
二
万

一
千
円
が
支
払
わ
れ
る
が
、
地
方
自
治
体
負
担
分
も

含
め
た
支
払
い
総
額
は
全
国
で
は
五
百
四
十
六
億
円

に
な
っ
て
い
る
。
本
県
に
は
ス
タ
ー
ト
時
の
二
○
○

○
年
度
に
約
十
一
億
円
、
二
○
○
一
年
度
以
降
は
毎

年
約
十
三
億
円
ず
つ
が
投
入
さ
れ
て
き
た
。

　

従
来
、「
中
山
間
地
域
」
と
は
「
過
疎
地
域
自
立
促

進
特
別
措
置
法
」
や
「
山
村
振
興
法
」
な
ど
条
件
不

利
地
関
係
の
五
法
が
適
用
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
を
指

し
て
い
た
。
こ
れ
ら
五
法
の
対
象
と
な
る
自
治
体
は

県
内
で
三
十
四
市
町
村
が
該
当
し
、
こ
れ
ら
の
市
町

村
で
本
県
の
農
地
面
積
の
五
○
％
、
農
家
数
の
五
六

％
、
農
業
生
産
額
の
五
一
％
を
占
め
て
い
る
。
山
地

が
多
い
本
県
は
、
生
活
条
件
面
で
も
農
業
生
産
条
件

面
で
も
条
件
不
利
な
空
間
が
多
い
自
治
体
な
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
県
内
で
直
接
支
払
い
制
度
の
農
地
に

該
当
し
た
傾
斜
度
の
き
つ
い
農
地
を
抱
え
る
市
町
村

は
四
十
を
数
え
る
。
法
制
度
上
の
「
中
山
間
地
域
」

の
市
町
村
数
よ
り
多
い
。
従
っ
て
、
直
接
支
払
い
制

度
で
言
う
「
中
山
間
地
域
」
と
は
、
従
来
の
「
中
山

間
地
域
」
の
概
念
と
必
ず
し
も
完
全
に
一
致
し
て
い

な
い
の
で
あ
る
。
自
治
体
の
大
部
分
の
農
地
が
平
地

に
あ
っ
て
も
一
部
に
急
傾
斜
地
の
農
地
が
あ
る
市
町

村
も
あ
る
こ
と
が
分
か
る
。

　

急
傾
斜
農
地
の
耕
作
放
棄
を
抑
制

　

直
接
支
払
い
制
度
に
該
当
し
た
本
県
の
農
地
は

八
、八
○
○
㌶ 
で
あ
り
、中
山
間
地
域
を
抱
え
る
市
町

村
の
農
地
面
積
の
約
一
三
％
を
占
め
る
。
そ
れ
ら
の

農
地
に
対
し
平
均
し
て
一
㌶ 
当
た
り
十
五
万
円
、
一

戸
当
た
り
約
十
万
円
が
支
給
さ
れ
続
け
た
。
こ
の
直

接
支
払
い
制
度
の
交
付
金
は
、
生
産
活
動
を
行
っ
た

農
業
者
個
人
に
支
払
わ
れ
る
資
金
と
、
集
落
協
定
を

結
び
水
路
や
農
道
の
管
理
、農
業
機
械
の
共
同
利
用
、

地
域
活
性
化
活
動
な
ど
を
行
う
集
団
に
支
払
わ
れ
る

資
金
と
の
二
本
立
て
に
な
っ
て
お
り
、
該
当
農
地
で

の
集
落
協
定
締
結
率
は
九
三
％
に
達
し
た
。
県
は
協

定
を
締
結
し
た
集
落
の
代
表
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

い
、「
も
し
、
協
定
を
結
ば
な
か
っ
た
場
合
の
五
年
後

に
予
想
さ
れ
る
農
地
の
耕
作
放
棄
率
」
を
聞
い
て
い

る
。そ
の
結
果
、「
二
五
％
程
度
は
耕
作
放
棄
さ
れ
る
」

と
い
う
回
答
が
最
も
多
く
三
八
％
、
次
い
で
多
い
の

が
「
一
○
％
程
度
」
の
二
八
％
、「
五
○
％
程
度
」
の

二
五
％
と
続
い
た
。
経
済
的
に
み
て
、
一
戸
当
た
り

農
業
収
入
が
年
に
十
万
円
増
え
た
か
ら
と
い
っ
て
農

業
者
が
農
業
を
続
け
る
気
に
な
る
と
は
思
え
な
い
。

し
か
し
、
耕
作
放
棄
地
の
増
加
抑
制
に
直
接
支
払
い

制
度
が
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
が
、
こ

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら
分
か
る
。

　

荒
廃
し
つ
つ
あ
る
山
林
の
手
入
れ
も
復
活

　

耕
作
放
棄
農
地
が
発
生
す
る
の
は
、
コ
メ
価
格
の
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コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
再
生
、
直
接
支
払
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

多
面
的
機
能
や
山
林
保
全
対
策
も
含
め
強
化
拡
充
を



低
下
で
農
業
生
産
を
行
っ
て
も
経
済
的
な
メ
リ
ッ
ト

が
か
つ
て
ほ
ど
大
き
く
な
く
な
っ
て
き
た
こ
と
、
農

業
者
が
高
齢
に
な
り
農
作
業
に
耐
え
ら
れ
な
い
人
が

多
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
代
わ
り
に
農
業
生
産
活
動

を
行
う
後
継
者
や
農
作
業
受
託
者
が
い
な
い
こ
と
な

ど
、
理
由
は
い
ろ
い
ろ
考
え
ら
れ
る
。
中
山
間
地
の

農
業
者
に
と
っ
て
コ
メ
は
一
番
作
り
や
す
い
作
目
で

あ
る
場
合
が
多
く
、
生
産
条
件
は
悪
く
て
も
コ
メ
へ

の
依
存
度
は
平
野
部
よ
り
高
い
。
そ
し
て
、
も
し
耕

作
放
棄
水
田
が
増
え
れ
ば
、
水
田
が
荒
れ
、
自
然
環

境
が
悪
化
し
、
そ
の
影
響
は
い
ず
れ
平
野
部
に
も
及

ぶ
。
県
農
林
水
産
部
の
分
析
に
よ
る
と
、
こ
の
制
度

を
導
入
し
て
か
ら「
周
辺
林
地
の
下
草
刈
り
」を
行
っ

た
集
団
が
六
○
％
以
上
を
占
め
、「
景
観
作
物
の
作
付

け
」
を
行
っ
た
と
こ
ろ
が
四
○
％
あ
っ
た
。
中
山
間

地
の
農
地
を
保
有
し
て
い
る
人
は
山
林
の
所
有
者
で

あ
る
ケ
ー
ス
が
多
い
。
と
こ
ろ
が
、
国
内
産
木
材
の

価
格
が
輸
入
木
材
に
押
さ
れ
て
低
迷
し
て
以
来
、
手

入
れ
が
行
き
届
か
な
い
山
林
が
増
え
、
本
県
の
山
林

は
荒
れ
て
い
る
。
米
価
の
低
迷
時
期
と
手
入
れ
放
棄

山
林
面
積
の
増
加
時
期
が
一
致
す
る
。
こ
の
よ
う
な

潮
流
の
中
で
「
周
辺
林
地
の
下
草
刈
り
」
へ
向
か
わ

せ
た
直
接
支
払
い
制
度
の
意
味
は
大
き
い
。

　

自
然
環
境
保
全
の
観
点
か
ら
制
度
強
化
を

　

直
接
支
払
い
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン

グ
（
直
接
所
得
補
償
）」
を
モ
デ
ル
に
し
た
制
度
で
あ

る
。
こ
れ
は
、「
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
一
体
化
）」
さ
れ

て
い
る
農
業
生
産
と
価
格
支
持
政
策
と
を
「
デ
（
切

り
離
し
）」し
所
得
補
償
政
策
に
変
え
る
考
え
方
で
あ

る
。
公
的
資
金
を
農
業
者
個
人
の
所
得
と
し
て
支
出

す
る
の
で
、
一
種
の
社
会
保
障
政
策
の
色
合
い
を
帯

び
、
農
業
者
以
外
の
人
々
の
支
持
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
根
拠
を
自
然
環
境
の
保
全
に
置
い
て
い
る
。
牧

草
地
に
ビ
オ
ト
ー
プ
（
野
生
生
物
の
生
息
空
間
）
を

設
け
る
こ
と
を
義
務
付
け
た
り
し
て
、
自
然
の
生
命

力
の
弱
い
空
間
を
持
続
可
能
な
自
然
環
境
に
す
る
こ

と
を
公
的
資
金
投
入
の
理
由
に
し
て
い
る
。
日
本
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
異
な
り
、
自
然
の
生
命
力
が
旺
盛
で

あ
る
が
、
植
林
で
も
農
地
開
発
で
も
、
一
度
自
然
の

姿
を
変
え
れ
ば
手
入
れ
を
怠
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

コ
メ
づ
く
り
な
ど
農
業
生
産
を
続
け
る
こ
と
は
農
地

の
多
面
的
機
能
を
保
つ
こ
と
に
な
る
だ
け
で
な
く
、

山
地
の
森
林
保
全
機
能
を
も
持
つ
こ
と
を
県
の
分
析

結
果
が
示
し
て
い
る
。
む
し
ろ
、
自
然
環
境
保
全
の

意
味
を
明
確
化
し
所
得
補
償
政
策
は
山
林
保
全
を
も

含
め
た
概
念
へ
強
化
さ
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

　

絶
大
な
効
果
、「
集
落
協
定
」
づ
く
り

　

そ
れ
以
上
に
大
き
な
意
味
を
持
つ
の
は
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
の
再
生
効
果
で
あ
る
（
グ
ラ
フ
１
、
グ
ラ
フ

２
、グ
ラ
フ
３
参
照
）。
直
接
支
払
い
制
度
導
入
に
伴

う
「
集
落
協
定
」
づ
く
り
が
、
地
域
の
人
々
が
地
域

課
題
を
話
し
合
う
場
と
な
り
、
内
発
的
な
さ
ま
ざ
ま

な
共
同
活
動
を
誘
発
し
て
い
る
。
外
か
ら
見
る
と
農

村
集
落
は
一
枚
岩
の
よ
う
に
見
え
る
が
、
従
来
は
農

地
利
用
の
在
り
方
や
地
域
内
の
問
題
を
真
剣
に
議
論

す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
か
っ
た
。
そ
れ
が
「
直
接
支

払
い
」
と
い
う
資
金
が
き
っ
か
け
と
な
り
実
現

し
て
い
る
の
で
あ
る
。
農
業
生
産
活
動
を
行
う

の
も
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る
の
も
、
地
域
社

会
を
形
成
す
る
の
も
、
結
局
は
「
人
」
で
あ
る
。

市
町
村
合
併
が
進
め
ば
、
中
山
間
地
域
で
人
の

い
な
い
集
落
が
増
え
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と

は
、
昭
和
の
合
併
で
廃
村
に
な
っ
た
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
が
出
現
し
た
こ
と
か
ら
予
想
で
き
る
。

急
峻
な
山
岳
地
が
多
い
ス
イ
ス
で
は
、
そ
こ
に

人
が
住
み
牧
草
地
を
保
全
す
る
だ
け
で
資
金
が

支
給
さ
れ
る
直
接
所
得
補
償
制
度
の
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
。
自
由
経
済
の
エ
リ
ア
が
広
が
れ
ば
、

農
産
物
は
ひ
と
り
で
に
供
給
過
剰
に
な
り
、
農

地
は
農
産
物
生
産
の
場
と
し
て
の
意
味
よ
り
も

多
面
的
機
能
を
持
つ
公
共
空
間
と
し
て
の
意
味

の
方
が
大
き
く
な
る
。
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（グラフ１）
集落の農業生産活動に関するシステム変化

いずれのシステムにも 
変化がない　６％ 

１つのシステム 
に変化　12％ 

２つのシステム 
に変化　31％ 

３つのシステム 
すべてに変化 
51％ 

（グラフ２）集落協定の集落や地域活動の
　　　　維持・活性化を促す効果

全く効果はない　１％ 

非常に大きな 
効果がある 
48％ 

それなりの 
効果がある 
46％ 

あまり 
効果がない 
５％ 

（グラフ３）
集落協定の耕作放棄増加を防止する効果

全く効果はない　０％ 

それなりの 
効果がある 
38％ 

非常に大きな 
効果がある 
60％ 

あまり 
効果はない 
２％ 


